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のが⾃然であり そのための良い題材である 15並列まで台数効果が伸びることを確認し 都市近郊を対象にした180⽇間のシミュレ ショ、 。 、 ー
を 分 達成 たン 58 で し 。
シミ レ タの構成と並列化 ュ ー
都市を想定したシミュレータ
いくつかの街が電⾞で結ばれた構造





do person∈ area persons
人に関する反復をOpenMPで並列化• 各人は、感染の進行を表す4状態s, e, i, & rのいづれかひと
つを取るとする (SEIRモデルの各変数と対応)
A B C D E
. ,
Following to person.schedule,update person.visit. 
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π (s→ e) = βI/N,  π(e→ i) = α,   π(i→ r) = γ [days-1]
例: π (s→ e)∝3/8






– 潜伏期間 1/α = 3.5[days], 感染時間 1/γ = 3[days]
0/3 2/5 1/10places …
c0/3 2/5 1/10 …










[C,3] [A,1] …persons 台 計算時
×7.2実験環境 (Express5800/T120a-E)
• Xeon X5550 2.67GHz (論理コア数16、物理コア数8)
スレッド数スレッド数
     
• 48GiB




• 場所内感染率は50%強 • SEIRライクな単峰型• 人口構成
• 感染プロファイルが，マルチモーダルになる． • ピークは50日付近, 26694人 (人口の2%)
• メインのピークは50日付近に来る。 • 感染率は、37.5% 
((S(t ) S(t ))/S(0)を図から読み取る)
都心郊外
end  – start  
八王子市 立川市 武蔵野市 新宿区 千代田区
中央線
S人口 571 641 176 866 138 684 314 861 446 80 E E
, , , , ,
会社 100 100 100 2000 2000
学校 70 20 12 29 8
スーパー 10 10 10 10 10
公園 2 2 2 2 2
基礎再生産定数 (感染伝達効率)•
鉄道 学校 会社 公園 店 家庭
2※ 3 6 3 0 1 0 0 6 2 4
IR S
. . . . .
鉄道は 混雑率により増減する( 、 )
